
⼈の動きを読み解く：
⼈流データの可能性と挑戦
荒川豊（九州⼤学‧システム情報科学研究院‧教授）

⼈流データ活⽤普及イベント

〜選定から実装、そして社会への影響まで〜



2 荒川豊（Yutaka Arakawa）
⾃⼰紹介

■ 2006年 博⼠（⼯学），慶應義塾⼤学
■ 現在

p 九州⼤学‧⼤学院システム情報科学研究院‧教授(2019-)
p ⼤阪⼤学‧⼤学院情報科学研究科‧招へい教授
p ⼤阪府⽴⼤学‧IDAKS研究所‧研究員（JST CREST）

■ ⾃治体との関わり
p ⼀般社団法⼈SDGsデジタル社会推進機構‧理事（2021/7-）
p 福岡市‧各種調達の有識者
p ⽷島市‧観光審議会‧委員（2022/5-）
p ⽣駒市‧都市計画審議委員会‧委員（2018/10-2022/7）



3

SENSING
センシング‧デバイス開発‧IoT

ANALYZE
データ分析‧機械学習‧AI

APPLY
モバイルアプリ‧⾏動変容⽀援

• モバイル‧ウェアラブルセンシング
• エナジーハーベストセンシング
• WiFiやBLEなど電波によるセンシング
• ⾳響センシング
• LiDARセンシング
• 流動⼈⼝データセンシング

• 家庭内の⾏動認識
• オフィスにおける⾏動‧内⾯認識
• 情報選択時の興味‧関⼼の理解
• 観光⾏動パターンの把握‧予測
• 運転者のスキル認識
• ミーティング分析

• 混雑度可視化システム itocon
• 姿勢認識チェア CENSUS
• 英単語学習システム diclog
• ⾷事⾏動変容⽀援 Eat2Pic
• 超⼩型マルチセンサ SenStick
• メンタル調査アプリ WorkerSense

⼈に寄り添う情報システムの研究
研究紹介



4 街のセンシングに関する取り組み
観光や⾃治体に関わる仕事

■ ユーザ参加型センシング
■ スポット混雑度センシング
■ 交通センシング
■ 観光動態センシング
マクロ

ミクロ



5 観光におけるEBPMの重要性
観光と⼈流分析の背景

■ 観光政策：費⽤対効果が重要
p データやエビデンスに基づいて⽴案＆検証

■ エビデンスを検証するためにはデータが重要

■ データの候補
p 観光‧統計データ
p 交通データ
p 気象データ
p 経済データ

p ⼈流データ
p SNSデータ
p ホームページのログ



6 AIカメラを⽤いた⼈流データ計測
街のセンシングに関する取り組み例

■ COI事業で設置‧運⽤中
■ ⽬的

p まちづくりへの活⽤
p イベントの効果測定

オープンデータとして毎月公開



7 AIカメラを⽤いてマルシェ開催時の⼈流分析
観光EBPMの⼀例

【実証実験】『天神明治通りテラス』11/7〜18開催 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000380.000017692.html



13 ⼈流分析サービスの例‧分類例
より広域な⼈流を把握したい場合

サービス名称 ブログウォッチャー
「ポイントデータ」 KDDI「KDDI Location Analyzer」 LocationMind

サービス分類 分析データ販売 分析ツール提供 分析サービス提供

利⽤⽅法 調達データを発注者⼜は委託先が分
析

ツールを発注者⼜は委託先が操作し
て分析

課題を伝えて、データ調達と分析を
委託

匿名化主体 発注者⼜は委託先が実施 加⼯済データを活⽤ LocationMindが実施

専⾨知識の必要性 必要（ビッグデータ処理や分析スキ
ルが必要）

やや必要（ツールの操作が必要）
不要（レポートやダッシュボードと

して納品）

活⽤GPSデータ
（⽉間サンプル
数、取得間隔）

ブログウォッチャー（数千万⼈、15-
30分おき）

KDDI（数百万⼈、5分おき）
docomo（数百万⼈、5分おき）、

unerry（数千万⼈）など

データ特徴 規模が⼤きいが粗いデータ、分析ス
キルにより結果にバラツキが出る

規模が⼩さいが⽐較的細かいデー
タ、メッシュ単位で統計化されてお

り、詳細調査には不向き

顧客課題にあわせて様々なデータを
使い分け可能

主な⽤途 詳細調査 簡易調査、定点観測 詳細調査、定点観測

類似する他社サー
ビス

Agoop「ポイント型トリップデー
タ」

九州経済調査協会「おでかけウォッ
チャー」、LINEヤフー「DS 

INSIGHT」
パシフィックコンサルタンツ



14 観光EBPM⽀援ツールの開発
NICT委託研究

■ おでかけウォッチャーとして商⽤サービススタート

位置情報：
‧⽉間ユーザ約2500万
‧モバイル広告から取得
‧取得頻度3~15分

分析指標：
‧観光スポット来訪者数
‧来訪者の性別/年齢
‧周遊ルート分析



15 観光に特化した４つの分析ダッシュボード
おでかけウォッチャーの簡単な概要



16 伊都菜彩
開発したEBPM⽀援システムの分析例（１）

伊都菜彩︓全国屈指の道の駅
福岡県・佐賀県からの来訪８割。しかし⻑崎や熊本からも。



17 道の駅むなかた
開発したEBPM⽀援システムの分析例（２）

商圏は狭く、特に平⽇は20km未満の近隣発地者が8割
福岡市東区・博多区・南区、北九州⼋幡⻄区・⼩倉北区・⼩倉南区で5割



18 マリンメッセ福岡
開発したEBPM⽀援システムの分析例（３）

7/17に来訪者、増
福岡県、特に久留⽶からの訪問が多い

松⽥聖⼦（久留⽶出⾝）
のコンサート



19 NICT委託研究の実証の場として
⽷島市との連携

⽷島の観光のまちづくりへ活⽤（市、DMO）
効果的‧戦略的な事業展開（企画⽴案、プロモーション等）

九州⼤学による観光動態分析

観光客の動向
来訪地分析‧発地分析
属性分析‧前後周遊分析

観光地の地域特性
SNS分析‧前後周遊分析

キーワード（来訪⽬的）分析

おでかけ
ウォッチャー DS.Insight

⼤規模位置データ連携



20 ⽷島市が抱える観光問題
ヒアリング調査

福岡市

⽷島市
鉄道‧バイパス道路

佐賀県

東部エリア：⼈気観光地

交通渋滞⻄部エリアにも
⼈を呼びたい



21 ⻄部地区での代表的な観光スポット5地点
分析対象の選定

■ 福ふくの⾥
p 野菜/鮮⿂などを販売する道の駅

■ フォレストアドベンチャー⽷島
p 森林を⽬⽟としたレジャー施設

■ ⽩⽷の滝
p 滝を⽬⽟としたレジャー施設

■ まむしの湯
p ⽇帰り客を想定した温泉施設

■ 深江エリア
p 駅を中⼼としたエリア⼀帯



22 福ふくの⾥
来訪者推移

■ 2〜3⽉に来訪者数がピーク
になる傾向

■ 所々不⾃然に凹んでいる部
分がある

p 2020年1⽉/2020年4⽉など
p 2020年4⽉の来訪者減少は緊

急事態宣⾔によるもの
p 2020年1⽉は⼟⽇の回数が少

なかったのが要因。⼟⽇に
多くの来訪者が来ている。

p 2020年4⽉以降，コロナによ
る影響は軽微



23 来訪地ごとの属性割合
データ例

■ 福ふくの⾥
p 性差ほぼなし
p 20代⼥性が少ないくらい

■ フォレストアドベンチャー
p 30~40代男⼥が多い

■ ⽩⽷の滝
p 30~40代男性が多い

■ まむしの湯
p 50~60代男性が多い

■ 深江エリア
p 全体的に男性が多い



24 福ふくの⾥ - まむしの湯
周遊分析

■ 福ふくの⾥ → まむしの湯
p 4728⼈

■ 福ふくの⾥ ← まむしの湯
p 1838⼈

■ 温泉に⼊った帰りに，買い
物に向かう⼈は少ない



25 まむしの湯 - ⽩⽷の滝
周遊分析

● ⽩⽷の滝 → まむしの湯
○ 219⼈

● ⽩⽷の滝 ← まむしの湯
○ 0⼈

● 同様の傾向がレジャー施
設であるフォレストアド
ベンチャーにも⾒受けら
れる



26 まむしの湯の前後
周遊分析（前後分析）

■ まむしの湯 → 牡蠣⼩屋
p 約900⼈

■ まむしの湯 ← 牡蠣⼩屋
p 約4000⼈

■ 温泉のあとに牡蠣⼩屋に⾏
く⼈は少ない



27 提案する観光施策
■ ⽷島市⻄部において20代⼥性の割合が最も少ない

p 観光客増加のためには20代⼥性に働きかけることが重要

■ 5地点の中で20代⼥性が最も訪れるのは「まむしの湯」
p 周辺地域では外⾷施設が多いため，

駅 → 福ふくの⾥ → 牡蠣⼩屋 → まむしの湯

といった周遊ルートを構築することが考えられる



28 提案する観光施策②
■ レジャー施設の活性化が必要

p ⽷島市⻄部：⼆丈岳などの⼭岳が観光資源として豊富

■ ⾃然を好む観光客向け：
p 登⼭やサイクリングなどの周遊ルートを構築

28



29 分析を⼟台としたEBPMな取り組み
■ ⽷島市とともに、データに基づく⻄部の観光施策⽴案

p 荒川：観光審議委員に就任
p 福吉地区のステークホルダーとミーティング

● 分析結果の共有と、肌感で正しいことを確認
● 周遊経路を作るためのレンタサイクル導⼊に向けた話し合い

■ サイクルトレイン実証事業
p 観光庁⽀援事業 

● 『地域独⾃の観光資源を活⽤した地域
の稼げる看板商品の創出事業』に採択

● 10/25プレスリリース



30 EBPMによる、⻄⽷島カキ⼩屋バス
■ 周遊ルートの設計

p 牡蠣⼩屋⇒まむしの湯
p 福ふくの⾥⇒まむしの湯

■ 福ふくの⾥の問題解消
p 午前しかモノが無い

● しかし観光の前に、
買い物すると邪魔になる

■ ⇒荷物預かり



31 キーワードマップ概要
DS.Insight（キーワードマップ分析）

■ ⾊の濃度：男⼥の割合
p 男性：⻘/⼥性：⾚

■ 円の⼤きさ：検索ボリューム

■ 線の太さ：同時検索ボリューム



32 「⽷島」で分析した結果
DS.Insight（キーワードマップ）

■ 観光，ランチの検索数が多い
■ 全体的に⼥性の検索が多い

■ 「⽷島 カフェ ⼈気」
■ 「⽷島 海鮮 ⼈気」は男性多
■ 「⾞なし」「アクセス」
■ ⾚⾊の濃度が⾼い
■ ⼥性の交通⼿段が重要な要素



33 「⽷島 観光」の前後に検索されていたキーワード
DS.Insight（時系列キーワード分析）

■ 「ランチ」「⾷堂」「牡蠣⼩屋」など検索数が多い
→ ⾷の関⼼が⾼い

■ ⽷島に関するキーワード：
p 検索⽇時に近い傾向にある

→ ⽇帰り観光が多い



34 能動的な街のセンシング
時間があれば

■ ⼈流データ：暗黙的に取得

に対して、

■ 能動的なデータ取得

も実践



35 参加型センシング
街のセンシングに関する取り組み

■ ユーザを巻き込んで‧低コスト都市センシング
p 総務省SCOPE（2013-2015）
p 神奈川県綾瀬市‧奈良県⽣駒市（Code for Ikoma）等で活⽤



36 視線から観光満⾜度推定
ユーザ参加型の観光調査

■ アイトラッカーを装着して観光
■ 京都‧奈良‧ウルム（ドイツ）で実施



37 ⾞椅⼦センシング
ユーザ参加型の街のセンシング

■ スマートフォン内蔵の慣性センサを活⽤



38 交通センシング
街のセンシングに関する取り組み（３）

■ ETC2.0による運⾏実績データの取得
p ５０台のバスにETC2.0を装着
p 九⼤学研都市駅および伊都キャンパス内の駐留所に受信機設置
p 研究

● 急ブレーキ箇所の要因分析
● バスダイヤに対する遅延要因分析

■ 混雑度‧換気度計測機能付きバスプローブ
p 50台のバスに独⾃開発バスプローブを搭載
p 独⾃付加機能

● BLEによる混雑度計測
● CO２による換気度計測



39 ⼈の動きを読み解く
おわりに

■ ⼈流といえども、マクロからミクロまで幅広い
p スポット的な⼈流把握：AIカメラ
p 都市全体の⼈流：スマートフォンから得た⼈流データ
p 交通流：バスやタクシーのプローブ

■ 能動的な⼿法も：ユーザ参加型センシング
■ ヒアリングを重ねて、何を知りたいかを明確に

p それに合わせたデータ選定
■ 追検証も⼤事

p なぜそんな周遊が⽣まれているのか？

データを活⽤してより良い観光施策を！


